
開催予定日：１月３１日（土）ｐｍ１：３0～ｐｍ４：３0
開催予定場所：野 方 区 民 活 動 センター 分 室
中野区丸山二丁目24番1-109号（丸山高齢者集会室 ※丸山公園南）
〇 参加希望の方は、ＱＲコードから登録をお願いします。
　　※希望者多数の場合は、人数を調整させて頂きます。

ワークショップとは？
地域区民の方々の参加により、

公園の役割や機能、共通の課題や
テーマを設定して、議論を行い、現
場を見る、案を考えるなど、協働し
て計画案をまとめることを目指し
ています。

登録期限：１/２７(火)まで

１１月２９日（土）、野方区民活動センター分室（丸山高齢者集会室）において、近隣
にお住いの方々にご参加いただき、第２回ワークショップを開催しました。
前回のワークショップでは、丸山公園の将来像及びゾーニング案を２案作成しました。
今回のワークショップでは、前回の検討の際に皆様から出された意見を参考に、２つの公
園施設の配置案（スタディプラン）をお示しし、良いところ・気になるところなどを話し
合い、再整備計画の改修プラン作成に向けた意見調整を行いました。
ワークショップの詳細は、裏面をご確認下さい。

区では気持ちよく公園を利用していただけるよう、公園整備や維持管理に努めてきましたが、
公園利用者の利用形態やライフスタイル等の社会情勢の変化に伴い、利用者の皆さんから公園に
求められる機能や役割も変化してまいりました。そのため、区では「中野区公園再整備計画」を定め、
中規模の公園について、地域の皆さんの意見を聴きながら再整備を進めております。
このたび、丸山公園を再整備することとなりました。時代やニーズに対応した子どもから大人
まで満足できる「魅力ある丸山公園づくり」を推進するため、オープンハウスやワークショップ
を開催し、皆さんのご意見を公園づくりに活かしていこうと考えています。

問合せ：中野区 都市基盤部 公園課 公園整備係
電  話：03-3228-5553
メール： koenseibi@city.tokyo-nakano.lg.jp

中野区公園再整備計画の

詳細はこちらから
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ワークショップ

第１回 （９/２７）
• 整備方針やゾーニングの検討

第２回 （１１/２９）
• 素案 （平面プラン等） の確認

第３回 （１月３１日）
• 改修プランの確認及び完成
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■ ごあいさつ

第２回ワークショップを開催しました！

ワークショップの様子

● 丸山公園再整備の進め方について
● 第 1回ワークショップの振り返り
● スタディプランの説明
●　ワーク①
　　　「スタディプランの評価」
●　ワーク②
　　　「スタディプランの評価」の発表後、　
　　　　平面プランに向けた意見調整
●　まとめ
　　　意見調整結果のまとめ　

～ 当日のプログラム ～

丸山公園を利用する保育所を対象にアンケートを行い、１０名の保育士から回答を得ました。
公園の満足度では、「トイレや水飲みの利用について」や「施設の新しさ、古さ等の状態について」

の満足度が低く、総合的な満足度が低い結果となっています。
「体操や運動をする場として」の満足度は比較的高いものの「満足」と「やや満足」を合わせた
割合は約３割となっています。また、「子どもの遊び場としての安心感、安全性について」の満足
度も比較的高くなっていますが、「やや不満」と「不満」とする回答も多く評価が２分された結果
となっています。

保育所アンケートを行いました



ワークショップでは、参加者で２つのスタディプランを評価
して意見交換を行った結果､『スタディプランⅡ案』をベースに、
今後調整を図り、改修プランをまとめることになりました。
参加者から頂いたご意見（※一部抜粋）をご紹介します。

ワークショップの意見紹介

（良いところ）
• 出入口に近いトイレが良い。
• 出入口に近い休憩場所が
良い。

• 丸山が良い。 地域を暗示
するほか､遊び場として良い。

• 幼児用複合遊具が良い､た
だし砂場は広くしたい。

• 多目的広場が広くて良い。
• サクラの配置が良い。

（気になるところ）
• 駐輪スペースはメインとなる
出入口①付近にも必要。

• 出入口④と園路を結んだほ
うが良い。

• 児童用複合遊具は､広場を広
く維持する形状に配慮する。

（良いところ）
• 駐輪スペースの配置が良い。
• 周回園路が良い。
• 原っぱが良い。 水遊びで疲
れた子どもが休むのに良い。

• ボール遊びができる施設は
良いが､近隣への配慮や
ルールの検討が必要。

（気になるところ）
• 周回園路が広場を狭めてい
る。

• 広場はもっと広くしたい。
皿型噴水池のイメージ

丸山のイメージ

ライン型噴水舗装イメージ

世代を紡ぐ地域の代表公園

誰もが安心

多様な世代利用 参加･交流の場所

特色のある施設

（留意点）
• 「駐輪スペース」 は主要な出入
口付近に分散配置する。

• 「児童用複合遊具」 や 「健康遊
具」 の形状・配置を工夫して 「多
目的広場」 をできるだけ広く確保
する （地域のイベントや保育所の
運動会にも配慮）。

• 「ベンチ」 等は冬季の日照条件を
考慮して北側配置に留意する。

• 出入口④（都営丸山二丁目ア
パート側） を結ぶ 「園路」 の配
置を検討する。

• 園内の明るさと見通しの確保を図
る。

• 「防犯カメラ」 は増設を含めて、
配置を見直す。

（課題点）
• 「多目的広場」 における 『ボール
遊び』 の利用ルールの緩和策を
含めて､近隣居住者への意識調
査を実施して再検討を図る。

スタディプランⅠ案のゾーニング

スタディプランⅡ案のゾーニング

スタディプランⅡ案の将来像

スタディプランⅠ案の将来像

• 改修プランは 『スタディプラン
Ⅱ案』 をベースにする

中野区の
公園ルールは
こちらから

すべての世代が楽しい公園

遊んで楽しい

綺麗で楽しい 集って楽しい

休んで楽しい

スタディプランⅠ案

スタディプランⅡ案

前回のワークショップで検討した２つの『将来像・ゾーニング』に基づき、具体的な公園施設の配置例（スタディ
プラン）を示しました。


